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報告事項(2)

WGの進捗及び今後の推進員活動



計画の推進体制（一部再掲）

〇「前橋市ＤＸ推進委員会」において、本計画の推進及び進捗管理を行う。
〇 必要に応じて「ＷＧ（ワーキンググループ）」を組成し、部署や所管業務を超えた取り組みを促す。
〇「ＤＸ推進員」を各部署からの推薦のもと任命し、必要な研修や情報共有の機会を提供することで、

各所属における自主的・自律的なＤＸを推進する。
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【R3スケジュール（イメージ）】



なぜＷＧが必要なのか

【特徴】
①有期性（明確な締切のもと、一定期間行う活動）
②独自のサービス創出
（達成したい目標は定まっているものの、過去の事例がなく、
具体的な手段や手順は定まっていない）

③他の部署と共同で進める

「手戻り」を発生させないこと
（メンバーの時間を無駄に奪わない）
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ＷＧが調整すべき３要素

ＷＧは、事業目標の達成に向けて、３つの要素
（ＱＣＤ）のバランスを取りながら推進します。

①Ｑ ( Q u a l i t y )   ＝品質
②Ｃ ( C o s t )   ＝費用（人員、予算）
③Ｄ ( D e l i v e r y )   ＝納期（スケジュール）

大切なのは「バランス」
（どれかだけではなく３要素を調整しながら進める）
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ＷＧ運営の４段階

①立ち上げ
（ＷＧに関する重要事項の明確化と合意）

②プランニング
（タスクの洗い出しと決定、スケジューリング）

③実行
（進捗管理、定例会 等）

④終了
（評価、振り返り）
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①ＷＧの立ち上げ（重要事項の明確化と合意）

項目 内容
①ＷＧ名 マイナンバーカードの普及・活用ＷＧ
②事業の目的 ①カードの普及促進と②カードの利活用を両輪で推進することで、

市民の利便性を向上させる。
③最終責任者（①普及促進、②利活用）
ＷＧ責任者（①普及促進、②利活用）

①本間市民課長、②谷内田未来政策課長
①泉関係長、 ②茂木補佐

④関係者一覧 市民課、未来政策課、交通政策課、情報政策課、（国民健康保険
課）

⑤成功基準 KPI（交付円滑化計画に定める目標値）の達成
＝2022(令和４年度)末までに市民の90％がマイナンバーカード保有

⑥WGの性質 ・未知（正解がない）の取り組みであること
・その一方で、これまでの取り組み実績があること

⑦スケジュールとマイルストーン ・R4～マイタク利用のマイナンバーカード一本化（R3～登録時必須）
・R4年度末：現交付円滑化計画の期限到来 等

⑧予算 ・個人番号カード交付事務費補助金（市民課）
・マイナポイント事業費補助金（未来政策課）等
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②プランニング（タスクの洗い出しと決定）

ゴール（成功基準の達成）までに
やらなければならないこと（タスク）をまとめ、

構造化したうえで、何をするかを決める

【３つのステップ】

①各自で付せんに書きだす（発散）

②関連するタスクをまとめ、構造化する（収束）

③「何をするか」を決め、スケジュール化（決定）
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【参考】マイナンバーカード保有者の分析（地区別・年齢別）

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～99 100～109
本庁管内 16.8% 15.2% 20.6% 28.4% 26.0% 29.1% 31.8% 31.9% 40.3% 30.3% 17.0%
城南地区 14.4% 12.2% 18.3% 23.6% 20.7% 24.3% 23.9% 24.1% 23.8% 10.4% 20.0%
上川淵地区 15.6% 12.8% 17.9% 24.6% 21.7% 26.2% 27.9% 30.1% 32.5% 19.7% 7.1%
下川淵地区 15.7% 13.5% 20.7% 28.4% 20.4% 26.8% 27.3% 28.7% 27.7% 16.7% 0.0%
芳賀地区 13.3% 10.0% 16.3% 20.2% 17.8% 23.1% 22.5% 24.1% 24.6% 17.3% 0.0%
桂萱地区 14.2% 14.0% 19.3% 24.5% 22.8% 25.6% 28.4% 29.4% 35.9% 18.5% 25.0%
東地区 15.5% 15.4% 23.0% 28.5% 24.7% 28.6% 32.3% 34.9% 43.1% 27.9% 6.7%
元総社地区 16.0% 14.8% 22.9% 28.9% 25.0% 26.7% 31.0% 32.3% 39.2% 27.4% 0.0%
総社地区 16.0% 17.0% 21.4% 28.1% 26.0% 27.1% 27.9% 30.4% 37.6% 26.9% 10.0%
南橘地区 12.9% 14.3% 23.5% 26.5% 23.4% 27.8% 29.6% 31.6% 36.0% 21.9% 0.0%
清里地区 16.3% 11.1% 19.4% 22.9% 18.1% 27.3% 32.5% 30.9% 27.1% 22.2% 11.1%
永明地区 14.1% 14.2% 19.8% 24.3% 21.9% 25.4% 26.4% 28.0% 33.4% 18.1% 6.7%
大胡地区 12.9% 11.3% 17.1% 22.9% 20.1% 26.0% 26.5% 28.1% 30.0% 18.2% 14.3%
宮城地区 11.1% 11.6% 14.8% 17.5% 17.2% 22.6% 20.4% 19.8% 15.2% 12.4% 16.7%
粕川地区 8.7% 12.9% 15.2% 16.9% 19.2% 20.6% 22.7% 21.9% 22.2% 11.9% 0.0%
富士見地区 11.7% 11.7% 14.0% 18.8% 19.2% 21.3% 23.5% 22.3% 21.9% 10.8% 0.0%
※取得者数／管内人口（30%以上に赤、20%以下に青）
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【W Gにおける議論（一部抜粋）】
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業務プロセスの改善
⇒一部業務の自動化（RPA）検討

新たな取り組み検討



構造化したうえで、何をするか決め、実行する

次元１
目的（KPI）

手段

2022(令和４年度)末までに
市民の90％が

マイナンバーカード保有

次元２ 次元３

・・・ ・・・ ・・・ 13

実行
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③実行（進捗管理、定例会）
Redmine画面（例）



各WGの進捗状況
WG名 ①立ち上げ ②プランニング ③実行 ④終了

【重点1(2)】
マイナンバーカード
普及・活用WG ①4/28済 ②5/21

【重点3(1)】
デジタルディバイド
解消WG ①4/26済 ②5/13

【重点1(1)】
行政手続オンライン化
WG 5/17～

【重点1(3)】
財務・文書システム
WG 5/17～
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〇KPI（交付円滑化計画に定める目標値）
＝2022(令和４年度 )末までに市民の90％保有

〇スケジュール
・R4～マイタク利用時のカード一本化

（R3～登録時必須）
・R4年度末：現交付円滑化計画の期限到来
・R5年度～（予定）：カード機能のスマホ搭載
・R6年度末（予定）：運転免許証との一体化

【ポイント】マイナンバーカード普及・活用WG
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【ポイント】デジタルディバイド解消WG
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〇スケジュール（令和3年度）
・R3 .4 .2 3～5 .1 4 公募申請（申請主体は民間）

※自治体の役割は「連携・協力」
・6月以降 交付決定→事業開始
・R4 .2 事業期間終了

R3年度：補助率10/10



(1)地方公共団体におけるオンライン利用促進指針
（R2.3 .4改訂）に沿った対応
①処理件数が多く住民等の利便性の向上や
業務の効率化効果が高いと考えられる手続

道路占用許可、文化施設等の利用予約等

②子育て・介護・引っ越しなど、
住民のライフイベントに伴う手続

(2)オンラインを前提としたルール整備と業務プロセス
の見直しを行う

【ポイント】行政手続オンライン化WG
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〇財務会計、文書管理システム導入スケジュール
R3.10：R4年度予算要求
R4.4：プロポーザル実施
R5.4：文書管理システム稼働
R5.9：財務会計システム（R6予算編成）稼働
R6.1：財務会計システム（全般）稼働

〇検討に向けてWGの下にサブグループを組成
①財務会計（予算編成、予算執行、契約管理、公有財産管理）
②文書管理

【ポイント】財務・文書システムWG
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今後の推進員活動

【ステップ】①着想・類型化
②成功事例創出
③フレームワーク化（横展開）

〇以下２つのテーマで、活動を予定
※各部課の本務として取り組んでいただく

〇今後、各所属への推薦依頼を予定（６月）
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(1)BPR（業務プロセスの再構築）
(2)行政手続のオンライン化
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